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［２］研究経過 
世界的な高齢者人口の増加に伴い、歯科用インプラ

ントや人工関節等の硬組織代替デバイスの利用が増

加している。一方、インプラントに関連した手術部位

感染(SSI)は少なくとも数%から30%発生している。骨

組織では食細胞が少なく生体防御機構が弱いことに

加え、加齢に伴う免疫機能の低下によりSSIのリスク

は増加する。そのため、SSI 対策としての抗菌性と骨

適合性の両方を具備するインプラントの表面処理が

求められている。 
申請者らはこれまで、抗菌性元素としてAgを用い、

生体内溶解性を有する非晶質リン酸カルシウム(ACP)
コーティング膜に担持させることで、ACPの溶解に伴

う Ag イオンの放出により抗菌性を発現することを報

告してきた。一方、放出した Ag イオンは生体内の塩

化物イオンと反応し、AgClを析出する。そこで本研究

では、抗菌性元素として塩化物を形成しにくい Cu お

よびZnに着目し、CuおよびZnを添加したACPコー

ティング膜の作製およびその溶解性および抗菌性評

価を目的とした。 
コーティング膜の作製は、工学研究科にて行った。

溶解性評価は、加齢研小笠原教授との打ち合わせによ

り、擬似体液の組成を検討した。抗菌性試験について

は、実際の実験を小笠原研で行った。 

【打ち合せ等の開催状況】 

今年度は7月4日に、成島研メンバーおよび小笠原研

メンバーが一同に介して打合せを行い、今後の方針を

決定した。また、分担者である学生、沈善用、栗田菜々

子が小笠原研に行き、菌の取扱等の手技を習得、抗菌

性評価の実験を行った。 

 
［３］成果 
 （３－１）研究成果 
抗菌性評価 
黄色ブドウ球菌を用いた抗菌性評価を行った。まず、

菌の増殖培地としてLB 培地を用いて培養して、グリ

セロールストックを準備した。実際の抗菌試験に用い

る培地は、低栄養培地であるNB培地を用いることと

して、増殖曲線を検討し、対数分裂が起こることを確

認した。 
大腸菌についても同様に、LB 培地を用いて、グリ

セロールストックを準備し、このストックから常に、

菌を採取して、NB培地で菌を増やして実験に供した。 
上記の方法にて培養した細菌を用いて、Cu および

Znを添加したACPコーティング膜の抗菌性評価を行

った。評価には JISおよび ISOを参考に、シェーク法

を用いた。図1に、初期菌濃度105 CFU・mL–1の大腸

菌を用いて試験を行った際の生菌数を示す。いずれの

コーティング膜においても、抗菌性を発現した。試験

 
図１ 無添加ACP, Cu添加ACP, Zn添加ACPコー

ティング膜の生菌数変化 



 

後菌液の ICP 分析手法を確立し、ACP の溶解に伴う

CuおよびZnイオンの放出を確認でき、これらのイオ

ンの徐放により抗菌性を発現したことが分かった。今

後は、細胞毒性評価により最適CuおよびZn濃度を検

討する。 

 
（３－２）波及効果と発展性など 
本研究のデータを元に、大型研究費の申請に向けて

準備を進めている。また、本コーティング膜について、

企業からの問合せもあり、共同研究等への発展が期待

される。 
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